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3.1  実証事業の企画と関係者との調整 

前述の 2.4 日本―欧州間の貨物輸送における課題の整理で抽出した課題を踏ま

え、これら課題を検証することを希望する荷主又は物流事業者を選定し実証事業を

実施した。 
事業者の公募は国土交通省のホームページに掲載する形式で実施した。公募期間

は 2019 年 5 月 13 日（月）から 6 月 7 日（金）、応募総数は 10 事業者であった。

応募各事業者には募集期間終了後に改めて、2.4 日本―欧州間の貨物輸送における

課題の整理で抽出した課題を踏まえた質問票を基に電話、メール等による確認を実

施した。 
事業者の選考は応募書類、及び、質問票等で得た各事業者の実施目的や課題感、

本実証事業との親和性等を以下の６項目に分け評価した。 
① 検証事項の新規性 
② 輸送の継続性 
③ 他事業者への展開可能性 
④ 実証事業の実行の確実性 
⑤ 調査深度 
⑥ 重点項目 

上記項目を加点評価することで、応募事業者 10 社をランキング評価し、上位 4
社を本実証事業の担当事業者として選出した。各実証事業の検証目的として、最も

多く挙げられたのは以下の 4 項目であった。 
i. モスクワ以西との接続に関し、手続き内容、輸送経路、貨車編成（貨物

積替え）に要する時間等 
（実証事業１から４に共通） 

ii. 過去に未検証である輸送形態や貨種（危険品、タンクコンテナ輸送等）

に関し、輸送に係る手続き内容等 
（実証事業１、及び、２） 

iii. 輸入貨物の輸送に係る手続き内容 
（実証事業３） 

iv. 輸送中の振動に関するデータ、精密機器輸送への影響 
（主に実証事業４） 
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図表 3-1 公募により選出された実証事業 

実証

事業

番号  
輸送品目  輸送時期  出港地  到着地  実証事業特徴  

１  
電動工具・部品  
（リチウムイオン

バッテリー含む）  
2019 年 9 月  富山  

ビエルスコ・

ビャワ  
（ ポ ー ラ ン

ド）  

危険品輸送  

２  

アクリル系ポリマ

ー  
（ 水 溶 性 ポ リ マ

ー）  

2019 年 9 月

～10 月  
神戸  

プラハ  
（チェコ）  

タンクコンテナ

による化学品輸

送  

３  
 輸入混載貨物（自

動車部品、輸送容

器  等）  

2019 年 10
月～11 月  

ハ ン ブ ル ク

（ドイツ）  
横浜  

輸入混載貨物輸

送  

４  
精密機器、付属部

品  
2020 年 1 月

～2 月  
名古屋  

デュイスブル

ク（ドイツ）  
精密機器輸送  
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3.2  実証事業の実施 

3.2.1  実証事業１ 

(1) 企画概要 

1) 概要 
企画概要は「図表 3-2 実証事業１の企画概要」に示すとおりである。本実証事業

１の特徴はリチウムイオンバッテリーの輸送であった。 
現状、リチウムイオンバッテリーは危険品に該当する。そのため、リチウムイオ

ンバッテリーの航空輸送は規制が厳しく対応が難しいため、海上ルートにて輸送さ

れることが多い。加えて、2019 年時点で中国と欧州間の鉄道輸送ルートでリチウム

イオンバッテリーを輸送することは中国鉄道の鉄道輸送規則により難しい。 
日本と欧州の間の輸送ルートにおいて、シベリア鉄道によるリチウムイオンバッ

テリーの輸送が可能であるならば、既存の航空機輸送や海上輸送ルートに代わるル

ートとして需要を獲得できる可能性がある。 
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図表 3-2 実証事業１の企画概要 

荷主事業者 株式会社マキタ 

日系フォワーダー 

（一次窓口） 
株式会社東洋トランス 

日本－ロシア極東 

（鉄道発着地）間の船社 

Far-Eastern Shipping Company 

（FESCO Transportation Group） 

※トランスロシアエージェンシージャパン株式会社を窓

口として実施 

ロシア側パートナー企業 

FESCO Integrated Transport LLC (FIT)  

※トランスロシアエージェンシージャパン株式会社を窓

口として実施 

実 証 輸 送

の概要 
貨種 

商業貨物 

電動工具、リチウムイオンバッテリー（危険品） 

計測機器 輸送環境計測用データロガー 

区間 
日本 富山→ウラジオストク～モスクワ→ビエルスコ・ビ

ャワ（ポーランド）荷受人倉庫 

時期 
夏季 

（詳細は図表 3-4 輸送計画を参照） 

貨物量 
40ftx 1 本 

6,838.4 ㎏ 

課題と 

検証事項 

課題 日本発商業貨物の危険品輸送検証 

1. リードタイム及びコスト 

検証基準：輸送日数の短縮と鉄道輸送により増加する費用対効果 

2. 危険品輸送 

検証基準：危険品の鉄道輸送規則が日本での通常出荷作業に影響なく運

用できるものであるか(バンニング、ラッシング、追加書類作成等)  

3. 輸送環境 

検証基準：鉄道輸送の衝撃による製品の販売に影響を及ぼすダメージの

有無（貨物に影響を及ぼすであろう輸送中の衝撃/温度/湿度） 

備考 各チェックポイント(保税転送、鉄道接続・編成替え、トラック接続等)での

手続き内容や必要書類、発行される証明書関係も確認したい 
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2) 輸送計画 
本実証事業１ではシベリア鉄道の優位性を生かして今後継続して利用できること

を前提として実施した。そこで、当該物流事業者は、日本の富山港からロシア極東

の港湾都市であるウラジオストクまで海上輸送し、そこから TSR の輸送ルート、つ

まりシベリア鉄道を利用してモスクワまで鉄道で輸送し、その後、ロシア鉄道、ベ

ラルーシ国鉄、ポーランド国鉄を経て、ポーランドのグリビチェ鉄道ターミナルま

で鉄道輸送、グリビチェから荷受人倉庫のあるビエルスコ・ビャワ（ポーランド）

まではトラック輸送するルート（複合一貫輸送ルート）を計画した。 
 
 

図表 3-3 実証事業１の貨物輸送ルート 

 
 
尚、本ルートでは輸送途上に 2 回以上のコンテナの積替え荷役が発生することが

事前に想定された。第一の積替えポイントはウラジオストクで、船から鉄道に積替

える作業が生じる。ウラジオストク商業港湾には鉄道軌道が引き込まれており、コ

ンテナヤード内での荷役作業が想定された。第二の積替えポイントはベラルーシと

ポーランドの国境になる。ロシア、ベラルーシは鉄道のレール幅、つまり軌間は

1,520mm の広軌であるのに対し、ポーランドは軌間が 1,435mm の標準軌であるた

め、それぞれの軌間にあった動力機関車、コンテナ貨車が使用されることになり、

コンテナはベラルーシのブレストで広軌のコンテナ貨車から標準軌のコンテナ貨車

に積替えられることが事前に想定された。 
当該物流事業者は、計画段階での総輸送日数について、富山港からグリビチェ鉄

道ターミナルまで 20 日間と見込んだ。その内訳は、富山港からロシアのウラジオ
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ストク港までの海上輸送を 1 日間、ウラジオストクにおけるトランジット手続き、

及び、積替え作業等に 4 日間、ウラジオストクからグリビチェ鉄道ターミナルまで

のシベリア鉄道等を利用した鉄道輸送に 15 日間を見込んだ。 
尚、従来の海上輸送を利用した場合は日本からビエルスコ・ビャワへの輸送日数

は 50～55 日間前後となる。 
 

図表 3-4 輸送計画 

富山 

（日本） 

ＣＹ搬入 8/27 
ETD 富山港 9/5 

ウラジオストク 

（ロシア） 

ETA ウラジオストク港 9/6 
トランジット手続き及び積替え作業 9/7～9 
ETD ウラジオストク鉄道ターミナル 9/10 

モスクワ 

（ロシア） 

ETA モスクワ鉄道ターミナル 9/19 
ETD モスクワ鉄道ターミナル 9/20 

ブレスト 

（ベラルーシ） 

ETA ブレスト鉄道ターミナル 9/21 
鉄道切替 9/22 
ETD ブレスト鉄道ターミナル 9/23 

マラシェビチェ 

（ポーランド） 

ETA マラシェビチェ鉄道ターミナル 9/23 

ETD マラシェビチェ鉄道ターミナル 9/23 
クトノ 

（ポーランド） 

ETA クトノ鉄道ターミナル 9/24 
ETD クトノ鉄道ターミナル 9/24 

グリビチェ 

（ポーランド） 

ETA グリビチェ鉄道ターミナル 9/25 
ETD グリビチェ鉄道ターミナル 9/25 

ビエルスコ・ビャワ 
（ポーランド） 

荷受人倉庫 9/25 
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(2) 実証事業結果 
1) 輸出に必要な書類 
本実証事業１における日本からの輸出時に必要な書類は以下の 5 点である。

INVOICE、PACKING LIST を輸出者（荷主事業者）が作成し、輸出通関は各輸出

者がそれぞれ手配した。 
① INVOICE（3.2.1  (4)  図表 3-23、図表 3-24 参照） 
② PACKING LIST（3.2.1  (4)  図表 3-25～図表 3-27 参照） 
③ 危険品明細書（3.2.1  (4) 図表 3-28 参照） 
④ 危険物事前連絡書（3.2.1  (4)  図表 3-29 参照） 
⑤ SDS（MSDS）（化学物質等安全データシート）（3.2.1 (4)  図表 3-30～図表 

3-32 参照） 
尚、①、②、⑤については、英語に加えて露語訳の提出も求められた。 
運送契約については、日本からウラジオストクへの海上輸送の運送契約は、東洋

トランスと Far-Eastern Shipping Company（FESCO Transportation Group、以

降「FESCO」）の日本での窓口であるトランスロシアエージェンシージャパン株式

会社との間で結ばれた。そのため、輸出書類はトランスロシアエージェンシージャ

パンに対し提示する必要があった。通常であれば、本船がウラジオストク港に到着

する 48 時間前までの提示を要するところ、今回の実証事業は富山港発であり、富

山港からウラジオストク港までのリードタイムは１日間であることから、事前に交

渉し、24 時間前までに輸出書類を提出することとなった。 
鉄道輸送の運送契約、及び、グリビチェからビエルスコ・ビャワに至るトラック

でのドレージ輸送に係る契約についても、東洋トランスとトランスロシアエージェ

ンシージャパンとの間で締結した。すなわち、日系フォワーダーは富山港からビエ

ルスコ・ビャワの荷受人倉庫までをトランスロシアエージェンシージャパンと一貫

輸送として契約することが可能となっている。 
但し、海上輸送、ウラジオストクでのトランジット手続き及び積替え作業、鉄道

輸送、そしてポーランドの鉄道ターミナルから顧客指定先へのドレージ輸送を含む

すべての輸送工程に関しては荷主事業者と日系フォワーダーとの間の運送契約とし

て、Multimodal Transport Bill of Lading（以降「MT B/L」と略）が発行されてい

る。そのため、荷主事業者には日系フォワーダーの発行する MT B/L が手渡されて

いる。 
本実証事業１で FESCO 及び FIT の日本での窓口であるトランスロシアエージェ

ンシージャパンを窓口に実施した理由として、トランスロシアエージェンシージャ

パンは FESCO の日本における総代理店であり、日本語での対応が可能なこと、契

約締結や支払いが容易であることが挙げられる。さらに、FIT の事務所がウラジオ
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ストクにあり、日本との時差がほとんどないことも、連絡を取る観点からは利便性

が高い。 
本実証事業１において、荷主事業者、及び、日系フォワーダーは前述の①から⑤

以外の書類の提示を求められていない。鉄道に関わる手続き、保税転送に関わる手

続きや申告等は鉄道フォワーダーである FIT 及びその日本の窓口であるトランスロ

シアエージェンシージャパン経由で実施された。 
また、ロシア・CIS 諸国域内（ロシア、ベラルーシ、ポーランド）の保税転送手

続きはウラジオストクの鉄道ターミナルにて行い、欧州域内（ポーランド）の保税

転送手続きはブレスト（ベラルーシ）の鉄道ターミナルで実施された。ブレストで

のトランジット通関は INVOICE と鉄道運送状（Railway Consignment Note）、さ

らに輸送の仕入料金が記載されたレターを税関へ提示することが求められた。しか

し、仕入料金は開示できないため、売値を記載したレターを提出した。 
鉄道運送状（Railway Consignment Note）に関しては、ウラジオストクの鉄道

ターミナルでウラジオストク（ロシア）－クトノ（ポーランド）間、クトノ（ポー

ランド）－グリビチェ（ポーランド）間の 2 つの運送状が発行されている（3.2.1 (4)  
図表 3-39、図表 3-40 参照）。 
 
2) 輸送経路 
実際の輸送は 2019 年 9 月上旬から 9 月下旬にかけて実施された。 
実際の輸送経路は図表 3-5 に示すとおりである。ロシア極東のウラジオストクか

ら鉄道の着地であるポーランドのグリビチェに至るまでは、以下の区間で 3 つの貨

物列車で継送している。なお、本実証事業１では、当初の輸送計画ではシベリア鉄

道から欧州鉄道への切り替えはブレストで行う予定であったが、ブレスト発クトノ

行の鉄道スケジュールに合わず、マラシェビチェからクトノまではトラック輸送に

切り替えられた。 
① ウラジオストク鉄道ターミナルからモスクワ特別市近郊のベカソボ操

車場間 
② ベカソボ操車場からポーランドのマラシェビチェ鉄道ターミナル間 
③ ポーランドのクトノ鉄道ターミナルからポーランドのグリビチェ鉄道

ターミナル間 

※ マラシェビチェ鉄道ターミナルからクトノ鉄道ターミナルはトラック

によるドレージ輸送 
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図表 3-5 実証事業１の実際の輸送経路 

 

 
 
3) リードタイム 
計画では、富山港からグリビチェの鉄道ターミナルまでのリードタイムは 20 日

間を見込んでいたが、実際の輸送は 16 日間であった。計画との主な差異を以下に

記す。 
① 富山港ＣＹ搬入 

：名古屋から富山港までの遠方対応のトレーラー配車に時間を要した。 
② 富山港での再バンニング発生 

：危険品の輸送について、荷主工場でのバンニング後、ロシア鉄道へバン

ニング写真を送付して確認を求めたところ、ラッシングが不十分とされ、

追加作業の指示を受けた。そのため、富山港 CY に搬入したコンテナを搬
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出し、追加ラッシングを施した。（予定していた本船へは積載） 
③ ATD 富山港 

：午前中出航予定であったが、前航海が悪天候により遅延し、本件にも影

響して出航が夕方に遅れた。 
④ ATA ウラジオストク港 

：出航時間の遅延により、到着予定日の翌日朝 3 時に到着し、予定より１

日遅延 
⑤ ATD ウラジオストク鉄道ターミナル 

：トランジット通関に想定より時間を要さず、予定より早い鉄道で輸送で

き 1 日短縮 
⑥ ATD モスクワ鉄道ターミナル 

：鉄道の乗せ換えに想定より時間を要さず、予定より 3 日短縮 
⑦ ATA クトノ鉄道ターミナル 

：マラシェビチェからクトノまでの輸送は、鉄道輸送からトラック輸送に

変更し、予定より 1 日短縮 
⑧ ATA 荷受人倉庫 

：荷受人倉庫最寄りのグリビチェは 9 月 21 日に到着したが、土曜日であ

ったため配達日程調整が必要となった。荷受人と相談し、9 月 24 日(火)
配達で調整した。 

 
尚、貨物の現在位置に関する情報について、日本の港湾からベラルーシのブレス

トまでの間は FESCO 社のホームページから入手し、ブレスト以降は FIT からの連

絡により入手した。 
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図表 3-6 実際のスケジュール 

場所 イベント PLAN ACTURAL 
富山 

（日本） 

ＣＹ搬入 8/27 8/29 
ＣＹ搬出 - 9/3 
再バンニング - 9/3 
ＣＹ再搬入 - 9/4 
ETD 富山港 9/5 9/5 

※出航時間が

夕方に遅延 

ウラジオストク 

（ロシア） 

ETA ウラジオストク港 9/6 9/7 
トランジット手続き及び積

替え作業 

9/7～9 9/8 

ETD ウラジオストク鉄道ター

ミナル 

9/10 9/9 

モスクワ 

（ロシア） 

ETA モスクワ鉄道ターミナル 9/19 9/17 
ETD モスクワ鉄道ターミナル 9/20 9/17 

ブレスト 

（ベラルーシ） 

ETA ブレスト鉄道ターミナル 9/21 9/18 
鉄道切替 9/22 切替は行われ

ず、マラシェ

ビチェまでそ

のまま通過  
ETD ブレスト鉄道ターミナル

出発 

9/23 9/18 

マラシェビチェ 

（ポーランド） 

ETA マラシェビチェ鉄道ター

ミナル 

9/23 9/18 

ETD マラシェビチェ鉄道ター

ミナル 

9/23 9/19 

クトノ 

（ポーランド） 

ETA クトノ鉄道ターミナル 9/24 9/20 
ETD クトノ鉄道ターミナル 9/24 9/20 

グリビチェ 

（ポーランド） 

ETA グリビチェ鉄道ターミナ

ル 

9/25 9/21 

ETD グリビチェ鉄道ターミナ

ル 

9/25 9/24 

ビエルスコ・ビャワ 
（ポーランド） 

荷受人倉庫 9/25 9/24 
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図表 3-7 輸送の所要日数 

項目 所要日数 
全体（富山港～グリビチェ鉄道ターミナル） 16 日 

海上輸送（富山港～ウラジオストク港） 2 日 
ウラジオストクにおける輸出通関手続き 2 日 
鉄道輸送 
（マラシェビチェ～クトノ間のトラック輸送を含む） 

12 日 

 
図表 3-8 実際の所要日数詳細 

海上輸送 鉄道手続き 鉄道輸送
（TSR）

トラック輸送 鉄道輸送
（欧州）

16日間 2日間 2日間 8日間 1日間 3日間
2019年08月19日 (月) 貨物搬入 貨物搬入
2019年08月20日 (火)
2019年08月21日 (水)
2019年08月22日 (木)
2019年08月23日 (金)
2019年08月24日 (土)
2019年08月25日 (日)
2019年08月26日 (月) バンニング

輸出申告
輸出許可

バンニング
輸出申告
輸出許可

2019年08月27日 (火) CY搬入
2019年08月28日 (水)
2019年08月29日 (木) CY搬入
2019年08月30日 (金)
2019年08月31日 (土)
2019年09月01日 (日)
2019年09月02日 (月)
2019年09月03日 (火)
2019年09月04日 (水)
2019年09月05日 (木) ETD富山新港 ATD富山港
2019年09月06日 (金) ETAウラジオストク港 1 1
2019年09月07日 (土) 転送申告 ATAウラジオストク港 2 2
2019年09月08日 (日) 転送許可 転送申告

転送許可
鉄道手配
鉄道駅搬入 3 1

2019年09月09日 (月) 鉄道手配
鉄道駅搬入

ATDウラジオストク駅
4 2

2019年09月10日 (火) ETDウラジオストク駅 5 1
2019年09月11日 (水) 6 2
2019年09月12日 (木) 7 3
2019年09月13日 (金) 8 4
2019年09月14日 (土) 9 5
2019年09月15日 (日) 10 6
2019年09月16日 (月) 11 7
2019年09月17日 (火) ATAモスクワBekasovo

駅
ATDモスクワBekasovo
駅 12 8

2019年09月18日 (水) ATAブレスト(ﾍﾞﾗﾙｰｼ)
ATDブレスト(ﾍﾞﾗﾙｰｼ)
ATAマラシェビチェ(ﾎﾟｰﾗ
ﾝﾄﾞ) 13 1

2019年09月19日 (木) ETAモスクワ駅 ATDマラシェビチェ(ﾎﾟｰﾗ
ﾝﾄﾞ) 14 2

2019年09月20日 (金) ETDモスクワ駅 ATAクトノ駅(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ)
ATDクトノ駅(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ) 15 1

2019年09月21日 (土) ETAブレスト ATAグリビチェ駅(ﾎﾟｰﾗﾝ
ﾄﾞ) 16 3

2019年09月22日 (日)
2019年09月23日 (月) ETDブレスト

ETAマラシェビチェ
ETDマラシェビチェ

2019年09月24日 (火) ETAクトノ駅
ETDクトノ駅

2019年09月25日 (水) ETAグリビツェ駅

輸送日数
全体（ATD富山港～ATAグリビチェ駅）

PLAN ACTUAL

鉄道輸送

12日間
（実際）

※うち、ﾏﾗｼｪﾋﾞﾁｪ

～ｸﾄﾉ間はトラック

鉄道輸送

15日間
（予定）
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4) 立ち会いの実施 
本実証事業の実施に当たり、富山港、モスクワ市近郊に位置するベカソボ操車場、

マラシェビチェ鉄道ターミナル、グリビチェ鉄道ターミナルで、現地における情報

収集や不測の事態への対処のため、東洋トランスの社員が日本から立ち会いのため

派遣された。 
 

5) バンニングの状況 
a. 荷姿 

図表 3-9 荷姿（電動工具） 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
図表 3-10 荷姿（リチウムイオンバッテリー（危険品））※再バンニング後 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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b. バンニング 
危険品の輸送については、バンニング後、ロシア鉄道に写真を送付して最終的な

受諾確認を受けた。その結果、危険品の隔離が不完全、コンテナ部分に木製シール

ドが未設置、危険品パレットが片方に寄っていることによる重量バランスについて

指摘を受け、富山港にて以下の再バンニング作業を実施した。 
① 危険品隔離のための壁を隙間なく設置した。 
② 重量バランスについては、危険品 1 パレットを中央に設置することにした

が、ロシア鉄道からの指示で 2 パレットに分割して左右に設置した。これ

は、重量バランスを保つためには梱包数が偶数であるべきというロシア鉄

道の見解によるものである。 
③ コンテナ手前の木製シールドについては、コンテナ高さまで設置すること

が望ましいとされたが、現場で準備できる木材では対応できなかったため、

パレット高さを超える高さのシールドを設置した。 
上記の再作業の結果、受諾に至った。 

 
図表 3-11 積み付け状況（コンテナ後方）※再バンニング後 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-12 計測機器の設置状況 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
c. 輸送容器（コンテナ） 
輸送容器は 40ft 背高コンテナ（以降「40ftHQ」と略）を用いた。コンテナはト

ランスロシアエージェンシージャパンを通じ、FESCO 社の COC20を手配、船社の

コンテナデポより空コンテナを受領した。 
 

図表 3-13 実証事業に用いたコンテナ 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
 
 
                                                   
20 Carrier's Own Container の略で、船社、或いは、リース会社など輸出者以外の事業者が所有

するコンテナを示す  
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6) 船積み／積替え／編成替え地点の状況 
再バンニング後、富山港にて船積みされ、ウラジオストク港に向けて出航した。 
 

図表 3-14 富山港（新港）の様子 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
ウラジオストク（ロシア）の鉄道ターミナルにおけるコンテナ積み替えの荷役作

業は RMG21を用いて実施されていた。 
 

図表 3-15 ウラジオストクの鉄道ターミナル 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

                                                   
21 Rail Mounted Gantry crane の略  
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モスクワにはベカソボの他、シリカトナヤ等複数の操車場が存在する。ロシア極

東発欧州向けワゴンは、モスクワの操車場で中国発欧州向けブロックトレインに接

続するが、どの操車場で接続作業が行われるかはロシア鉄道の運行管理システムが

仕向地、ワゴンタイプ、貨物種類、外気温、重量、列車運行状況等により判断する

ことになっている。しかし、判断のタイミングは決まっておらず、モスクワ到着直

前まで決まらないこともある。本実証事業でも、ベカソボ操車場に決まったとの連

絡を受けたのは到着の前日であった。 
 

図表 3-16 ベカソボ操車場（モスクワ特別市近郊）の様子 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
 計画段階では、コンテナはブレスト（ベラルーシ）で広軌の貨車から標準軌の貨

車に積替えられることが想定されたが、ブレストでは積み替えが発生せず、マラシ

ェビチェまでそのまま鉄道輸送され、マラシェビチェからクトノまではトラック輸

送となった。 
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図表 3-17 ブレスト（ベラルーシ）の鉄道ターミナル（北ターミナル） 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
クトノの鉄道ターミナルでは、トレーラーからリーチスタッカーにてコンテナが

卸され、RMG にて鉄道への積み替えの荷役作業が実施された。 
 

図表 3-18 クトノの鉄道ターミナル１ 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-19 クトノの鉄道ターミナル２ 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

 
グリビチェの鉄道ターミナルでは、RMG にてコンテナの積み替えの荷役作業が

実施されていた。 
 

図表 3-20 グリビチェの鉄道ターミナル 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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7) 輸送品質 
本実証事業に用いた計測機材の概要は図表 3-21 の通りである。機材は貨物のパ

レット部に設置し、テープで固定した。 
 

図表 3-21 計測機材諸元 

製品名称 G Gravity Shock Recorder 
製造元 株式会社スリック 
型式 G-MEN DR20 
測
定
範
囲
・
精
度 

加速度センサ 静的加速度 20G（±10%）静的加速度：10G（±10%） 

温度範囲 0～50℃（±3℃） 

湿度範囲 30～90%RH（±10%RH） 

使用条件 0～50℃ 70%RH 以下（結露無きこと） 
寸法 75.5（H）×60.5（W）×33（D）mm 
質量 約 135g（電池含む） 
設定条件 記録間隔 5 分 

 
計測の結果、本実証事業におけるコンテナ内部の最低気温はマイナス 3.2℃、最

高気温 29.5℃、平均温度は 14.3℃であった。湿度は最低が 60%、最高が 71%、平

均で 63%であり、到着後の現物確認においても結露等による重大な破損は見られな

かった。 
衝撃値に関しては重力加速度で 7.9G、6.8G、8.1G を計測したが、経過時間から

7.9G については富山港における港湾荷役作業時、6.8G 及び 8.1G については、ウラ

ジオストク港における港湾荷役作業時に計測されたと類推する。但し、ウラジオス

トク鉄道ターミナルからポーランドのマラシェビチェ鉄道ターミナルの間において、

1G から 2G の衝撃を多く計測した。これは鉄道輸送に伴う、レール等からの衝撃と

類推する。その他、経過時間、モスクワのベカソボ操車場で 5.2G、マラシェビチェ

の鉄道ターミナルにて 5.2G、クトノの鉄道ターミナルにて 5.6G が計測されたと類

推する。 
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図表 3-22 温度、湿度、衝撃のグラフ 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 

※ 計測値は重力加速度（1G）を含む 
※ グラフ中に記載の衝撃に関する数値は重力加速度を除く値 
※ グラフは横軸に経過時間、左縦軸に重力加速度（G）、右軸に温湿度（青系が温度（℃）、赤系が湿度（%））を表す 
※ グラフ中段の赤字は経過時間と貨物トレースで得た情報を基に類推したおおよその地名  
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(3) 実証事業評価 
1) 課題検証 

a. 当初課題項目の検証結果 
検証課題に対する事業者の評価は以下の通りであった。 

・ リードタイム及びコスト：輸送日数の短縮と鉄道輸送により増加す

る費用対効果 
→ 未達成（富山港からグリビチェ鉄道ターミナルまで 16 日、荷

受人倉庫まで 19 日（名古屋発の場合は 24 日を想定）、コストは約

1.5 倍増） 

※ 海上輸送：名古屋～グダニスク（ポーランド）～荷受人倉庫まで

約 50～55 日（通常、本実証事業１の輸送貨物は名古屋港発で輸送

されている。今回は出発式にあわせて富山港出しとした。） 

※ 海上輸送と比較して輸送日数は半分程度に短縮できることが判明

したが、増加する輸送コストは通常出荷に運用できる水準にはな

いと当該荷主は判断した 
 

・ 危険品輸送：危険品の鉄道輸送規則が日本での通常出荷作業に影響

なく運用できるものであるか(バンニング、ラッシング、追加書類作

成等) 
  → 未達成 

※ 危険品のバンニング・ラッシングの規則が厳しく、工場バンニン

グで対応できるものではなかった。そのため、当該荷主及び物流

事業者としては、規則の明確化等の改善の必要があると判断する。 
 

・ 輸送環境：鉄道輸送の振動による製品の販売に影響を及ぼすダメー

ジの有無（貨物に影響を及ぼすであろう輸送中の振動/温度/湿度） 
  → 振動：許容範囲 

（突発的な衝撃あり／最大 9.1Ｇ ※港湾荷役作業時） 
温度：最低 3.2 度 
湿度：最大 71％ 

※ 今回は問題なかったと当該荷主は判断した。 
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b. 計画時点で予想していなかった課題 
想定外の出来事として、日系フォワーダーから以下の指摘を受けた。 
 

・ 危険品のラッシングについて、ロシア鉄道へは事前にバンニングプ

ランを提出し、危険品のバンニングとして特に問題ないとのコメン

トは得ていたが、実際にバンニング後の写真を送付した段階で再バ

ンニングの指示を受けた。追加指示を受けた内容は、事前確認時に

は言及されていなかったことであり、規則書にも記載のないもので

あったため、受諾条件の明確化が必要である。 
・ ブレストからクトノ向けに予定していた鉄道輸送がトラック輸送に

変更された。予定していたブレスト・クトノ間の鉄道輸送は列車ス

ケジュールに間に合わなかったためにトラック輸送に変更された。

トラックに変更されたことを含め、ブレスト到着以降のトレース情

報伝達が事後であったため、リアルタイムで貨物位置を把握できる

ようなトレース体制となるよう、改善が必要である。 
 

 
2) 評価 

a. 荷主事業者 
本実証事業の荷主事業者の評価として以下の回答を得た。 
 

【マキタ】 
・ コストダウン：輸送日数の短縮は確認できたが、通常運用するには

輸送費が高い。 
・ 危険品のバンニングルールの簡素化：危険品のバンニング規則が非

常に厳しく、シベリア鉄道輸送のためだけに工場側で特別な対応を

することは難しい。今後シベリア鉄道を利用したの危険品輸送の実

現にはバンニング規則の明確化及び簡素化が必要である。 
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b. 日系物流事業者 
本実証事業の日系フォワーダーの評価として以下の回答を得た。 
 

【東洋トランス】 
・ コストダウン：荷主に利用してもらうために運賃の値下げが必要で

ある。目安としては、海上輸送コストより US$1,000 増までが許容

範囲ではないかと思われる（非危険品について）。 
・ 危険品のバンニングルールの明確化及び簡素化：危険品の受諾確認

を得るためには、バンニング後の写真を送付して確認を受ける流れ

になっており、ロシア鉄道から追加作業指示を受けた場合はやり直

しを強いられる。今回の実証事業では富山での再バンニングを行っ

たが、通常の出荷ではこのような対応はできないため、規則の明確

化と簡素化が不可欠である。 
・ 貨物のトレース情報の見える化：ブレストまでのコンテナ位置はデ

イリーベースでトレース可能であるが、ブレスト以降のトレース情

報はなかなか情報が得られず、FIT からの事後連絡であったため、

トレース体制の改善が必要である。 
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(4) 各種資料 
図表 3-23 INVOICE 1/2 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-24 INVOICE 2/2 

 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-25 PACKING LIST 1/3 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-26 PACKING LIST 2/3 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-27 PACKING LIST 3/3 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-28 危険品明細書 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-29 危険物事前連絡書 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-30  SDS（MSDS）（化学物質等安全データシート） 1/3 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-31  SDS（MSDS）（化学物質等安全データシート） 2/3 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-32  SDS（MSDS）（化学物質等安全データシート） 3/3 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス]  
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図表 3-33  東洋トランスと FIT の MT B/L 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-34 マキタ（荷主事業者）と東洋トランス（日系フォワーダー）の MT B/L  

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-35 海上輸送の Master B/L 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-36 ロシア・CIS 諸国域内（ロシア、ベラルーシ）の保税転送書類 1/2 

  
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-37  SDS（MSDS）（化学物質等安全データシート） 2/2 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-38 保税転送書類（ブレスト） 

 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-39 ウラジオストクークトノ間の SMGS 鉄道運送状 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-40 クトノーグリビチェ間の CIM 鉄道運送状 

 
資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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図表 3-41 グリビチェービエルスコ・ビャワ間のトラック運送状 

 

資料提供： [株式会社東洋トランス] 
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(5) 出発式概要 
本実証事業について、2019 年８月 29 日に富山の伏木富山港（新湊地区）にて、

シベリア鉄道による貨物輸送パイロット事業の出発式を執り行った。 
 出発式は、瓦林公共交通・物流政策審議官の開会の辞に始まり、日露側来賓から

の祝辞の後、出荷されるコンテナを背景にテープカット及び記念撮影を行った。 
日本側の主な参加者は、衆議院議員、富山県知事、富山県議会議長（代理出席）、

射水市長（代理出席）、高岡市長（代理出席）、国土交通省大臣官房公共交通・物流

政策審議官、大臣官房参事官（国際物流）、荷主企業、物流事業者他、ロシア側の主

な参加者は、ロシア通商代表部主席代表、ロシア鉄道、ロシア鉄道関連会社他であ

った。 
 

図表 3-42 開会の辞（瓦林公共交通・物流政策審議官） 
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図表 3-43 来賓祝辞（富山県石井隆一県知事） 

 

 
図表 3-44 来賓祝辞（橘慶一郎衆議院議員） 
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図表 3-45 来賓祝辞（ロシア通商代表部エゴロフ・セルゲイ主席代表） 

 

図表 3-46 テープカット 
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図表 3-47 記念撮影 
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図表 3-48 出発式式次第 

国土交通省 令和元年度シベリア鉄道の貨物輸送の利用促進に向けた実証事業等による調査委託業務 

シベリア鉄道による貨物輸送パイロット事業 

出発式 
 

日 時  令和元年８月２９日（木） 午後２時３０分より  

 

場 所  富山県射水市越の潟町１００３番地  

        伏木富山港（新湊地区）国際物流ターミナル内  

 

式次第 

開会    午後 2 時 30 分予定 

主催者挨拶   国土交通省大臣官房 

公共交通・物流政策審議官 瓦林康人 

来賓紹介    

来賓祝辞     

事業概要の説明 国土交通省総合政策局 

大臣官房参事官（国際物流） 宮島正悟 

テープカット    

記念撮影    

閉会      午後 3 時 30 分予定 

 

 

 

国土交通省総合政策局 
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3.2.2  実証事業２ 

(1) 企画概要 
1) 概要 
企画概要は「図表 3-49 実証事業２の企画概要」に示すとおりである。本実証事業

２の特徴はタンクコンテナによる化学品の輸送であった。 
昨年度までの実証事業では、ドライコンテナまたはリーファーコンテナの輸送が

実施されたが、タンクコンテナでの輸送は実施されていなかった。タンクコンテナ

もシベリア鉄道利用により輸送することができれば、海上輸送に比して、化学品を

より短日数で輸送することが可能となるため、鉄道輸送ルートが確立されることの

意義は大きいと考えられる。 
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図表 3-49 実証事業２の企画概要 

荷主事業者 日触物流株式会社 

日系フォワーダー 

（一次窓口） 
株式会社日新 

日本－ロシア極東（鉄

道発着地）間の船社 

Far-Eastern Shipping Company 

（FESCO Transportation Group） 

※日新を通じて手配した。 

※日新は、トランスロシアエージェンシージャパン株式会

社を窓口として手配した。 

ロシア側パートナー

企業 

FESCO Integrated Transport LLC (FIT)  

※日新を通じて手配した。 

実 証 輸 送

の概要 
貨種 

商業貨物 

アクリル系ポリマー（非危険品） 

計測機器 なし 

区間 
日本 神戸→ウラジオストク～モスクワ→ラコブニーク

（チェコ）荷受人倉庫 

時期 
秋季 

（詳細は図表 3-51 輸送計画を参照） 

貨物量 
20ft タンクコンテナ x 1 本 

22,960 ㎏ 

課 題 と 検

証事項 

課題 日本発商業貨物のタンクコンテナ輸送検証 

1. リードタイム 

検証基準：実際の輸送結果 

2. コスト 

検証基準：輸送合計費用の比較  

3. 輸送環境 

検証基準：返却コンテナのダメージの有無確認 

備考 なし 
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2) 輸送計画 
本実証事業２の貨物輸送ルートは、日本の神戸港からロシア極東の港湾都市であ

るウラジオストクまで海上輸送し、そこから TSR の輸送ルート、つまりシベリア鉄

道を利用してモスクワまで鉄道で輸送し、その後、ロシア鉄道、ベラルーシ国鉄、

ポーランド国鉄を経て、ブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナル（ポーランド）まで鉄

道で輸送、ブジェク・ドルヌィから荷受人倉庫のあるラコブニーク（チェコ）まで

はトラックで輸送する複合一貫輸送ルートを企画した。 
 

図表 3-50 実証事業２の貨物輸送ルート 

 
 
尚、本ルートでは輸送途上に 2 回以上のコンテナの積替え荷役が発生することが

事前に想定された。第一の積替えポイントはウラジオストクで、船から鉄道に積替

える必要が生じる。ウラジオストク商業港湾には鉄道軌道が引き込まれており、コ

ンテナヤード内での荷役作業が想定された。第二の積替えポイントはベラルーシと

ポーランドの国境である。ロシア、ベラルーシは鉄道のレール幅、つまり、軌間が

1,520mm の広軌であるのに対し、ポーランドの軌間は 1,435mm の標準軌であるた

めである。そのため、それぞれの軌間にあった動力機関車、貨車を使用することに

なる。コンテナはベラルーシのブレストで広軌の貨車から標準軌の貨車に積替えら

れることが事前に想定された。 
当該物流事業者は、計画段階での総輸送日数について、神戸港からブジェク・ド

ルヌィ鉄道ターミナルまで 30 日間と見込んだ。その内訳は、神戸港からロシアの

ウラジオストク港までの海上輸送を 5 日間、ウラジオストクにおけるトランジット
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手続き、及び、積替え作業等に 9 日間、ウラジオストクからブジェク・ドルヌィ鉄

道ターミナルまでのシベリア鉄道等を利用した鉄道輸送を 16 日間である。 
尚、海上輸送ルートでブジェク・ドルヌィへ輸送する場合、40 日間前後が想定さ

れる。 
 

図表 3-51 輸送計画 

神戸 

（日本） 

貨物充填、ＣＹ搬入 9/12 

ETD 神戸港 9/15 

ウラジオストク 

（ロシア） 

ETA ウラジオストク港 9/20 

トランジット手続き及び積替え作業 9/25 

ETD ウラジオストク鉄道ターミナル 9/29 

モスクワ 

（ロシア） 

ETA モスクワ鉄道ターミナル - 

ETD モスクワ鉄道ターミナル - 

マラシェビチェ 

（ポーランド） 

ETA マラシェビチェ鉄道ターミナル 10/12 

ETD マラシェビチェ鉄道ターミナル 10/15 

クトノ 

（ポーランド） 

ETA クトノ鉄道ターミナル 10/15 

ETD クトノ鉄道ターミナル 10/15 

ブジェク・ドルヌィ

（ポーランド） 

ETA ブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナ

ル 

10/15 

ETD ブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナ

ル 

10/15 

ラコブニーク 
（チェコ） 

荷受人倉庫 10/15 

 
(2) 実証事業結果 
1) 輸出に必要な書類 
本実証事業２における日本からの輸出時に必要な書類以下の 2 点である。

INVOICE、PACKING LIST を輸出者（荷主事業者）が作成し、輸出通関は日新が

行った。 
① INVOICE（3.2.2 (4) 図表 3-63 参照） 
② PACKING LIST（3.2.2 (4) 図表 3-64 参照） 
本実証事業２の運送契約については、日新（一次窓口となる日系フォワーダー）

が、日本の神戸港からウラジオストク商業港への海上輸送の運送契約を

Far-Eastern Shipping Company（FESCO Transportation Group、以降「FESCO」）
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の日本での窓口であるトランスロシアエージェンシージャパンと結び、加えて、ウ

ラジオストク（ロシア）とブジェク・ドルヌィ（ポーランド）間の鉄道輸送、及び、

ブジェク・ドルヌィ（ポーランド）とラコブニーク（チェコ）間のドレージ輸送の

運送契約についても、日新と FESCO のグループ企業である FESCO Integrated 
Transport LLC (以降「FIT」と略) の日本での窓口であるトランスロシアエージェ

ンシージャパンと結んだ。すなわち、日新（日系フォワーダー）は神戸港からラコ

ブニークの荷受人倉庫までの輸送について、トランスロシアエージェンシージャパ

ンと一貫輸送契約を結んでいる。 
荷主事業者である日触物流と日系フォワーダーである日新の間の運送契約につい

ては、海上輸送、ウラジオストクでのトランジット手続き及び積替え作業、鉄道輸

送、そしてポーランドの鉄道ターミナルから顧客指定先へのドレージ輸送を含むす

べての輸送工程に関して、日触物流と日新の間の運送契約として、Multimodal 
Transport Bill of Lading（以降「MT B/L」と略）が発行されている。 

本実証事業２において、荷主事業者、及び、日系フォワーダーは前述の①から③

以外の書類の提示を求められていない。鉄道に関わる手続き、保税転送に関わる手

続き等輸送中のすべての手続き、申告は鉄道フォワーダーである FESCO の日本代

理店であるトランスロシアエージェンシージャパン経由で FIT が実施した。 
また、ロシア・CIS 諸国域内（ロシア、ベラルーシ、ポーランド）の保税転送手

続きはウラジオストクの鉄道ターミナルにて、欧州域内（ポーランド、チェコ）の

保税転送手続きはベラルーシのブレスト（ベラルーシ）の鉄道ターミナルで実施さ

れた。 
鉄道運送状（Railway Consignment Note）に関しては、ウラジオストクの鉄道

ターミナルでウラジオストク（ロシア）－ブレスト（ベラルーシ）間の運送状が発

行されている（3.2.2 (4) 図表 3-71 参照）。 
 
2) 輸送経路 
実際の輸送は 2019 年 9 月中旬から 10 月中旬にかけて実施された。 
実際の輸送経路は図表 3-52 に示すとおりである。ロシア極東のウラジオストク

から鉄道の着地であるブジェク・ドルヌィに至るまでは、以下の区間で 4 つの貨物

列車を継送している。なお、本実証事業２では、当初の輸送計画ではウラジオスト

ク駅から直接欧州に向かう予定だったが、ウラジオストクから欧州に直接行くブロ

ックトレインが貨物不足により出発予定が無く、代わりにモスクワ向けブロックト

レインに積み、モスクワで欧州向けのブロックトレインに再接続する事になった。 
① ウラジオストク鉄道ターミナルからモスクワ特別市近郊のベカソボ操

車場間 
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② ベカソボ操車場からベラルーシのブレスト鉄道ターミナル間 
③ ブレスト鉄道ターミナルからポーランドのクトノ鉄道ターミナル間 

※計画当初はクトノ行の列車に乗せ、クトノ鉄道ターミナルからドレー

ジ輸送を行う予定であった。しかし、荷主都合で入荷調整による保管が

発生し、クトノでは保管が難しかったため、クトノからブジェク・ドル

ヌィ鉄道ターミナルまで鉄道輸送し、ブジェク・ドルヌィ駅にて保管を

行うことになった。 
④ クトノ鉄道ターミナルからポーランドのブジェク・ドルヌィ鉄道ターミ

ナル間 
 

図表 3-52 実証事業２の実際の輸送経路 

 

 
 
3) リードタイム 
当初予定では、神戸港からブジェク・ドルヌィの鉄道ターミナルまでのリードタ

イムは 30 日間を見込んでいたが、実際の輸送は 21 日間であった。計画との主な差

異を以下に記す。 
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① ATD ウラジオストク鉄道ターミナル 
：ウラジオストクにおけるトランジット手続き及び積替え作業には当初 9
日間を見込んでいたが、想定より時間を要さず、2 日で完了した。 

② ATA ブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナル 
：当初の輸送計画ではウラジオストク駅から直接欧州に向かう予定だった

が、ウラジオストクから欧州に直接行くブロックトレインが貨物不足によ

り出発予定が無く、代わりにモスクワ向けブロックトレインに積み、モス

クワで欧州向けのブロックトレインに再接続する事になった。ウラジオス

トクから欧州に直接行くブロックトレイン利用の場合は、ウラジオストク

からブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナルまで 16 日間の輸送日数を見込ん

でいたが、ウラジオストクからモスクワにて欧州向けのブロックトレイン

に再接続したため、ウラジオストクからブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナ

ルまでは 14 日間の輸送日数となった。 
なお、積み替えはブレスト（北ブレスト（Brest-Severny）ターミナル）にて行

われた。計画当初はクトノ行の列車に乗せ、クトノ鉄道ターミナルからドレージ輸

送を行う予定であった。しかし、荷受人都合で入荷調整による保管が発生した。ク

トノでは保管が難しかったため、クトノからブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナルま

で鉄道輸送し、ブジェク・ドルヌィ駅にて保管を行うことになった。 
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図表 3-53 実際のスケジュール 

場所 イベント PLAN ACTURAL 
神戸 

（日本） 

貨物充填、ＣＹ搬入 9/12 9/12 

ETD 神戸港 9/15 9/15 

ウラジオストク 

（ロシア） 

ETA ウラジオストク港 9/20 9/20 

トランジット手続き及び積替

え作業 

9/25 9/21 

ETD ウラジオストク鉄道ター

ミナル 

9/29 9/22 

モスクワ 

（ロシア） 

ETA モスクワ鉄道ターミナル - 9/29 

ETD モスクワ鉄道ターミナル - 9/29 

マラシェビチェ 

（ポーランド） 

ETA マラシェビチェ鉄道ター

ミナル 

10/12 ATA ブレスト 

9/30 

ETD マラシェビチェ鉄道ター

ミナル 

10/15 ATD ブレスト 

10/3 

クトノ 

（ポーランド） 

ETA クトノ鉄道ターミナル 10/15 10/4 

ETD クトノ鉄道ターミナル 10/15 10/5 

ブジェク・ドルヌィ

（ポーランド） 

ETA ブジェク・ドルヌィ鉄道タ

ーミナル 

10/15 10/6 

ETD ブジェク・ドルヌィ鉄道タ

ーミナル 

10/15 - 

ラコブニーク 
（チェコ） 

荷受人倉庫 10/15 10/23 

 

図表 3-54 輸送の所要日数 

項目 所要日数 
全体（神戸港～ブジェク・ドルヌィ鉄道ターミナ

ル） 
21 日 

海上輸送（神戸港～ウラジオストク港） 5 日 
ウラジオストクにおける輸出通関手続き 2 日 
鉄道輸送 11 日 
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図表 3-55 実際の所要日数詳細 

 

 
4) 立ち会いの実施 
本実証事業２の実施に当たり、ロシアのウラジオストクで、現地における情報収

集や不測の事態への対処のため、日新の社員が日本から立ち会いのため派遣された。 
 

5) 充填の状況 

a. 輸送容器（コンテナ） 
輸送容器は 20ft タンクコンテナを用いた。DEN HARTOGH のタンクコンテナは

日本にも在庫があるものの、今回はより綺麗なコンテナを使用するため、中国から

回送した。 
  

海上輸送 鉄道手続き 鉄道輸送
（TSR）

鉄道輸送
（欧州）

21日間 5日間 2日間 7日間 7日間
2019年09月12日 (木) 貨物充填

CY搬入
輸出申告
輸出許可

貨物充填
CY搬入
輸出申告
輸出許可

2019年09月13日 (金)
2019年09月14日 (土)
2019年09月15日 (日) ETD神戸港 ETD神戸港
2019年09月16日 (月) 1 1
2019年09月17日 (火) 2 2
2019年09月18日 (水) 3 3
2019年09月19日 (木) 転送申告（事前申告） 4 4
2019年09月20日 (金) ETAウラジオストク港 ATAウラジオストク港 5 5
2019年09月21日 (土) 転送許可

鉄道手配
鉄道駅搬入 6 1

2019年09月22日 (日) ATDウラジオストク駅 7 2
2019年09月23日 (月) 8 1
2019年09月24日 (火) 9 2
2019年09月25日 (水) 転送申告 10 3
2019年09月26日 (木) 転送許可

鉄道手配 11 4
2019年09月27日 (金) 鉄道駅搬入 12 5
2019年09月28日 (土) 13 6
2019年09月29日 (日) ETDウラジオストク駅 ATAモスクワベカソボ駅

ATDモスクワベカソボ駅 14 7
2019年09月30日 (月) ATAブレスト駅 15 1
2019年10月01日 (火) 16 2
2019年10月02日 (水) 17 3
2019年10月03日 (木) ATDブレスト駅 18 4
2019年10月04日 (金) ATAクートノ駅 19 5
2019年10月05日 (土) ATDクートノ駅 20 6
2019年10月06日 (日) ATAブジェク・ドルヌィ駅 21 7
2019年10月07日 (月) 22
2019年10月08日 (火) 23
2019年10月09日 (水) 24
2019年10月10日 (木) 25
2019年10月11日 (金) 26
2019年10月12日 (土) ETAマラシェビチェ 27
2019年10月13日 (日) 28
2019年10月14日 (月) 29
2019年10月15日 (火) ETDマラシェビチェ

ETAラコビニーク 30

全体（ATD神戸港～ATAブジェク・ドルヌィ駅）
輸送日数

PLAN ACTUAL

鉄道

16日間

（予定）

鉄道輸送

14日間
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図表 3-56 実証事業に用いたコンテナ 

 
資料提供： [株式会社日新] 

 
6) 積替え／編成替え地点の状況 
ウラジオストク（ロシア）の鉄道ターミナルでは、リーチスタッカーでタンクコ

ンテナを持ち上げ、コンテナ用貨車に積込んでいた。 
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図表 3-57 ウラジオストク港 

 
資料提供： [株式会社日新] 

 
図表 3-58 ウラジオストクの鉄道ターミナル 

 

資料提供： [日触物流株式会社] 
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図表 3-59 クトノの鉄道ターミナル 

 
資料提供： [Intermodal] 
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図表 3-60 クトノの鉄道ターミナル 

 

 
資料提供： [トランスロシアエージェンシージャパン] 
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図表 3-61 ブジェク・ドルヌィの鉄道ターミナル 

 
資料提供： [Intermodal] 
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図表 3-62 ブジェク・ドルヌィの鉄道ターミナル 

 

 
資料提供： [トランスロシアエージェンシージャパン] 

 
7) 輸送品質 
本実証事業では計測機材は用いなかったが、貨物へのダメージはなかった。 
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(3) 実証事業評価 
1) 課題検証 

a. 当初課題項目の検証結果 
検証課題に対する事業者の評価は以下の通りであった。 

・ リードタイム：実際の輸送結果 
→ 海上輸送の約半分 
 

・ コスト：輸送合計費用の比較  
→ 海上輸送のほぼ倍 

 
・ 輸送環境：返却コンテナのダメージの有無確認 

→ 達成（商品へのダメージはなかった） 
 
・ その他 

手続き関連の懸念はなかった。 
 

b. 計画時点で予想していなかった課題 
想定外の出来事として、以下の指摘を荷主事業者から受けた。 
 

・ 課題ではないが、ウラジオストクでのトランジット手続き及び積替

え作業の所要時間が想定よりも短かった。 
 

 
2) 評価 

a. 荷主事業者 
本実証事業の荷主事業者の評価として以下の回答を得た。 
 

【日触物流】 
・ 事前に準備する特別な書類もなく、保税転送手続き、鉄道貨車積み

は非常にスムーズにいき、申し分が無い結果が出た。後はコストが

海上と比較して遜色が無ければ起用頂ける顧客は増えると思われ

る。 
・ 一度トライアル輸送に成功したからといって、次回も同じように輸

送できるとは限らない。今後も繰り返し輸送を実施し、本実証事業
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と同様の結果が得られるか確認する必要がある。欧州に在庫を持っ

ている顧客もあるが、在庫を一部取り崩して鉄道輸送に切り替えら

れないか、提案することを検討していきたい。 
 

 
b. 日系物流事業者 
本実証事業の日系フォワーダーの評価として以下の回答を得た。 
 

【日新】 
・ 鉄道輸送について、費用以外の問題点は特にない。費用は、海上輸

送のトータル費用（ドレージ費用を合わせたもの）と比較し、数百

USD 程度の差であれば、許容範囲なのではないかと思われる。海上

輸送のリードタイムは現在 40～45 日である。メインポートから離れ

た内陸国に行けば行くほど、鉄道輸送の競争力が出てくることにな

る。 
・ 手続きについては、海上輸送の場合は、一度港から出したら到着ま

で特に確認作業は発生しないが、鉄道輸送は複数回の手続きが発生

することでハードルが上がるという印象を荷主は持っているようで

ある。輸送完了後であっても、ロシアの税関からの事後調査で書類

の提出を求められることもあり、このようなことが度重なるとシベ

リア鉄道輸送のイメージが悪くなってしまい、実際に鉄道の利用を

止めた事業者もいる。ロシア鉄道の問題ではなく、税関の方でシベ

リア鉄道のイメージを落としている可能性がある。しかしながら、

最近は国土交通省のプロモーションの効果もあり、荷主のイメージ

は徐々に改善してきているようである。 
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(4) 各種資料 
図表 3-63 INVOICE 

 
資料提供： [日触物流株式会社] 
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図表 3-64 PACKING LIST 

 

資料提供： [日触物流株式会社] 
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図表 3-65 日新と FIT の MT B/L 

 
資料提供： [日触物流株式会社] 
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図表 3-66 荷受人と日新（日系フォワーダー）の MT B/L 

 
資料提供： [日触物流株式会社]  
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図表 3-67  Master Bill of Lading（神戸港－ウラジオストク間） 

 

 

資料提供： [日触物流株式会社]  
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図表 3-68 保税転送書類（ウラジオストク）1/2 

  
資料提供： [日触物流株式会社]  
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図表 3-69 保税転送書類（ウラジオストク）2/2 

  

資料提供： [日触物流株式会社]  
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図表 3-70 保税転送書類（ブレスト） 

 
資料提供： [日触物流株式会社] 
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図表 3-71 ウラジオストク－ブレスト間の SMGS 鉄道運送状 

 

資料提供： [日触物流株式会社] 


